
 

 

 

 

  

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 ３ 回 
  

近年の夏は本当に“猛暑
もうしょ

”で、喘
あえ

ぎながら過ごしていますが、それでもやっぱり

私は夏が大好き。まぶしく輝く太陽のエネルギーが全身に満
み

ちてくるような気がし

ます。濃
こ

くなった木々の緑、競い合って鳴く蝉
せみ

たち、夜の田んぼに響
ひび

く蛙
かえる

の大合

唱、艶
つや

やかに実る夏野菜、勢いよく伸びる雑草
ざっそう

～大地に命が漲
みなぎ

っているのを強く感

じます。 

海の中にもあふれる命。広がる美しい世界に私はいつも目を見張ってしまいま

す。屈託
くったく

ない様子で泳ぎ回る魚やたくさんの生き物を間近に感じながら、この地球

に生きているのは人間だけではないのだと、つくづく実感するのです。 

私たちは大きな生態
せいたい

系
けい

の中で繋
つな

がり合って生かされている生き物の中の一つな

のだという事や、多様な生命が織
お

りなす豊かさを、「自然」は思い出させてくれま

す。 

でも、この「自然」を傷
きず

つけ多くの命を脅
おびや

かしているのも、私たち人間。そして、

私たちは戦争や貧困
ひんこん

、差別
さ べ つ

など、様々な形で人間同士傷
きず

つけ合っているのですね。

それぞれの命を尊重
そんちょう

し共に幸せに生きるため、自分に何ができるのか？ 

無力感に押し潰
つぶ

されてしまいそうな、そんな時こそ、「自然」に触れて“生き物と

しての力”を取り戻し、自分の中の“健やかさ”を養
やしな

い育てたい！ 私たち一人一

人の“健やかさ”が、望ましい未来を拓
ひら

く力になると思うのです。受け入れがたい

出来事の解決への原動力になると思うのです。子ども達の成長を支えると思うので

す。 

富士山のパワーも戴
いただ

いて、みなさま、今日も健やかな一日を！ 

富士宮市青少年育成センターだより 

“健やかさ”を育てる  
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「かけこみ 110 番の家」を募集しています！ 
 

1 「かけこみ 110 番の家」とは？ 

子どもが不審者から声掛け、わいせつ、つきまとい、暴力、痴漢など何らかの被害

にあった、またはあいそうになったと助けを求めてきたときに、その子どもを一時的

に保護するとともに、警察、学校、家庭等への連絡をする等して、地域ぐるみで子ど

もたちの安全を守っていくボランティア活動です。地域住民や業者等の御協力によ

り、各地区に設置されています。 

静岡県をふくめ一般的には「子ども 110 番」の家と称

していますが、富士宮市では、看板と同じで「かけこみ

110 番の家」と称しています。 
 

２ 「かけこみ 110 番の家」が増えるといいこがあるの？ 

（１）子どもの登下校時、その他外出時において、子どもの安心・安全につな 

がります。 

 （２）地域防犯への意識の向上につながります。 

 

日常の活動を可能な範囲で子どもの登下校時間などに合わせて、 

庭に水やりをする、犬の散歩をするなどの「ながら見守り」をして 

いただけると、さらに子どもの安心・安全につながります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【申込み方法】 参加してくださる方は社会教育課まで御連絡ください。 

          ぜひ、個人、各団体、地区で御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

※詳細をお知りになりたい方は社会教育課（２２－１１８８）まで気軽にお

問い合わせください。 

※申込み後は報告書等の提出は一切ありません。地域ボランティアの１つと

して、子どもの安全を見守っていきましょう！  
 

【個人の場合】 

（１）市役所６階社会教育課窓口にて 

   申込書に記入します。 

（２）看板を受け取ります。 

（３）看板を設置する。 

【各団体・地区等の場合】 

（１）かけこみ 110番の家について周知する。 

（２）参加者に申込書（氏名と看板を設置する住所） 

を記入していただく。 

（３）市役所６階社会教育課に申込書を提出する。 

(ＦＡＸ・窓口どちらも可) 

（４）看板を受け取り、賛加していただく方へ配付する。 

 

 



 

 

「かけこみ 110 番の家」のよくある質問について（Ｑ＆Ａ） 

Ｑ１ 看板の大きさはどれくらい？ 

 Ａ 規格は、縦２０ｃｍ、横３０ｃｍ、厚さ３ｍｍです。設置するために四隅に

穴が開いています。 

Ｑ２ 看板が古くなってしまった、または壊れてしまった場合は？ 

 Ａ 社会教育課（22－1188）までご連絡ください。新しい看板を用意しますの

で、お手数ですが、再度設置をお願いします。 

Ｑ３ 実際に子どもがかけ込んできたらどうすればいいの？ 

 Ａ まずは、自分自身が落ち着くようにしてください。周囲の確認、建物入口の

施錠等を行い、自身と子どもの安全の確保をお願いします。子どもから事情

を聞いて、速やかに警察、学校、家庭への連絡をお願いします。 

Ｑ４ 「かけこみ１１０番の家」を続けられなくなってしまった場合は？ 

 Ａ 設置状況を把握のため、一度社会教育課へご連絡ください。連絡後、看板を

外してください。 

Ｑ５ 地域にある看板の種類がちがうのはなぜか？ 

 Ａ 富士宮市教育委員会が作製している看板以外に、各地区の青少年健全育成連

絡会等が作製した看板もあります。また、企業や事業所等がのぼり旗を作成

している所もあります。いずれも目的は同じです。 
 
 

「子供 110番の家」の広報動画（静岡県警より） 
静岡県警では、「子供 110 番の家」の紹介のため、広報動画を作成しました。

YouTube静岡県警察公式チャンネルや県警ホームページ動画コーナーに掲載中で 

 す。ぜひお子様と一緒にご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

 

 

青少年指導員は、富士宮市の各区から選出された 128名が、28班に分かれて構

成されています。主な活動は、毎月２回 19 時から 21 時頃にかけて、学校、店や公

園などを巡回し、街頭指導を行っています。また、電車内や駅周辺、浅間大社春季・

秋季祭典時にも街頭指導を行っています。 

このように、青少年指導員の皆さんは、青少年を見かけたら

あいさつや声かけを行い、いつも安全を見守り続けています。 

懐中電灯を片手に緑のベストを着て歩いている方々を見か

けたことはありませんか？ 

 

永年勤続者の皆様、ありがとうございました！ 

青少年指導員の任期は２年間です。４月 14 日（木）１９時より市役所７階特大会

議室にて、青少年指導員協議会総会を開催し、下記の 13名の方々へ感謝状を贈呈し

ました。（当日、都合により欠席された方も含まれます）永い間、誠にありがとうご

ざいました。 

１４期 大岩３区  佐野 照身 （さの てるみ）   様 

１１期 木の花区  小野田 和子（おのだ かずこ）  様 

  ７期 舟久保区  竹松 延男 （たけまつ のぶお） 様 

  ６期 精進川上区  藁科 顕本 （わらしな あきもと）様 

  ６期 淀 師 区  中野 信男 （なかの のぶお）  様 

  ５期 小泉４区  後藤 恵子 （ごとう けいこ）  様 

  ５期 淀 橋 区  入川 君子 （いりかわ きみこ） 様 

  ４期 上小泉区  小林 淳治 （こばやし じゅんじ）様 

３期 羽 衣 区  上平 雄司 （うえひら ゆうじ） 様 

  ３期 万野１区  赤池 正久 （あかいけ まさひさ）様 

  ３期 木の花区  近藤 吉美 （こんどう よしみ） 様  

  ３期 星山１区  植松 秀典 （うえまつ ひでのり）様 

  ３期 松 山 区  勝呂 正志 （すぐろ まさし）  様 

 
   

 

 

 

 

 

 

地域で補導・見守り活動を行う「青少年指導員」 

 

☆★☆★☆★☆★☆   編 集 後 記   ☆★☆★☆★☆★☆ 
今回は、「かけこみ 110 番の家」について掲載させていただきました。そもそも、このようなボランティア活動

はいつから始まったのでしょうか？調べてみると、平成６年４月に岐阜県羽島市で起きた事件がきっかけのようで
す。事件の概要は小学校２年生の児童（当時７歳）が、下校途中に殺害されるという痛ましいものでした。この事
件を教訓として、平成８年３月、可児市今渡北小学校ＰＴＡが中心となり、警察・地域防犯協会等と連携し、通学
路周辺の店舗等を「子ども 110 番の家」として、子どもに分かりやすいステッカーを掲示するようにしたのが始
まりのようです。富士宮市教育委員会では、これまでに約 3000 枚近い数の看板を配付しています。身近にできる
地域ボランティアの１つとして、「かけこみ 110 番の家」に御協力ができる方がいましたら、ぜひ御協力をお願い
します。                                       文責：山村 明由 


